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７．受賞等 

 

ここでは、気象研究所の職員が令和３年度に他機関から受けた表彰、及び取得した学位の一覧を掲載

している。 

受賞には、受賞者の氏名、賞の名称、表彰した機関名、表彰年月日を掲載している。 

学位取得には、学位取得者の氏名、学位名、学位授与大学、取得年月日及び学位取得の対象となった

論文名を掲載している。 

 

７．１．受賞 

 

吉田 智、足立 透、楠 研一、林 修吾、猪上華子（気象研・気象庁）、吉川栄一（JAXA） 

第 77回電気学術振興賞 論文賞、電気学会、令和３年５月 

石井正好  日本気象学会岸保・立平賞、日本気象学会、令和３年３月 

堀田大介  JACM Young Investigator Award、日本計算力学連合、令和３年７月 

 

 

７．２．学位取得 

 

高谷 祐平 

学位：博士（理学）（東京大学、令和４年３月１日） 

学術論文：Study on the mechanisms and predictability of the interannual variability of 

the Asian summer monsoon and tropical cyclones（夏季アジアモンスーンと熱帯低気

圧の年々変動機構と予測可能性に関する研究） 

 

築地原 匠 

学位：博士（理学）（九州大学、令和４年３月２３日） 

学術論文：Interdecadal explosive cyclone activity associated with winter storm events in 

Hokkaido, the northernmost island of Japan（北海道地方の冬の嵐イベントに関連す

る数十年規模の爆弾低気圧活動） 
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８．研究交流 

 

ここでは、気象研究所の職員が令和３年度に外国出張等により出席・参加した海外で行われた国際会

議・研究集会・講演、気象研究所が令和３年度に他機関から受け入れた研究者、及び海外研究機関から

の来訪者の一覧を掲載している。 

 

８．１．外国出張等 

 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため外国出張は無かった。 
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８．２．受入研究員等 

 

客員研究員 

当所の研究の効率的な推進に資することを目的とし、当該研究に関する高度の専門知識を有し、

当該研究を円滑に実施する能力がある研究者を客員研究員として受け入れている。令和３年度は

次の 43 名を受け入れた。 

 

杉 正人 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地球システム・海洋モデリングに関する研究」、経常研究「大気の物理

過程の解明とモデル化に関する研究」、統合的気候モデル高度化研究プログラム領

域テーマ C「統合的気候変動予測」、 

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

野田 彰   

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地球システム・海洋モデリングに関する研究」 

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

牛島悠介 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地球システム・海洋モデリングに関する研究」、統合的気候モデル高度

化研究プログラム領域テーマ C「統合的気候変動予測」 

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

小松謙介 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地球システム・海洋モデリングに関する研究」、経常研究「気候・地球

環境変動の要因解明と予測に関する研究」、北極域研究加速プロジェクト（ArcsⅡ）

「気象気候予測と予測手法の高度化」 

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

相澤拓郎 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地球システム・海洋モデリングに関する研究」、北極域研究加速プロ

ジェクト（ArcsⅡ）「北極大気環境研究」 

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

佐谷 茜 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地球システム・海洋モデリングに関する研究」、科学研究費助成事業 

「大気物質循環における湿性沈着過程のモデル再現精度の向上」 
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受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

Ching Ping Pui 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地球システム・海洋モデリングに関する研究」、科学研究費助成事業 

「混合状態多機能性指標を導入した黒色炭素粒子と黄砂による気候・環境影響の新

評価」 

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

石崎 廣 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地球システム・海洋モデリングに関する研究」  

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

伊藤純至 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「大気の物理過程の解明とモデル化に関する研究」 

受入研究部：気象予報研究部 

 

萩野谷成德 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「大気の物理過程の解明とモデル化に関する研究」 

受入研究部：気象予報研究部 

 

島田利元 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「大気の物理過程の解明とモデル化に関する研究」 

受入研究部：気象予報研究部 

 

村上正隆 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「大気の物理過程の解明とモデル化に関する研究」、国交省交通運輸技

術開発推進制度「ジェットエンジン出力停止及び航法計器異常を引き起こす高濃

度氷晶雲の実態把握と検出法・予測法開発に関する基礎的研究」 

受入研究部：気象予報研究部 

 

内山明博 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」 

受入研究部：気象観測研究部 

 

増田一彦 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 
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研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」 

受入研究部：気象観測研究部  

 

真野裕三 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」 

受入研究部：気象観測研究部  

 

伊藤耕介 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」 

受入研究部：気象観測研究部 

 

大泉 伝 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」、文部科学省

「富岳」成果創出加速プログラム「防災・減災に資する新時代の大アンサンブル

気象・大気環境予測」 

受入研究部：気象観測研究部 

 

Le Duc 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」、文部科学省

「富岳」成果創出加速プログラム「防災・減災に資する新時代の大アンサンブル

気象・大気環境予測」 

受入研究部：気象観測研究部 

 

小林健一郎 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」 

受入研究部：気象観測研究部 

 

齊藤和雄 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」 

受入研究部：気象観測研究部 

 

澤田洋平 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」、文部科学省

「「富岳」成果創出加速プログラム「防災・減災に資する新時代の大アンサンブ

ル気象・大気環境予測」 
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受入研究部：気象観測研究部 

 

 

露木 義 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「データ同化技術と観測データの高度利用に関する研究」、文部科学省

「「富岳」成果創出加速プログラム「防災・減災に資する新時代の大アンサンブ

ル気象・大気環境予測」 

受入研究部：気象観測研究部 

 

石原正仁 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「台風・顕著現象の機構解明と監視予測技術の開発に関する研究」 

受入研究部：台風・災害気象研究部 

 

小林隆久 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：「台風・顕著現象の解明と監視予測技術の開発に関する研究」 

受入研究部：台風・災害気象研究部 

 

新井健一郎 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「台風・顕著現象の機構解明と監視予測技術の開発に関する研究」、共同

研究（ＪＲ東日本)「高精度センシング技術を用いた、列車運行判断のための災害

気象の監視・予測手法の開発」 

受入研究部：台風・災害気象研究部  

 

石津尚喜 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「台風・顕著現象の機構解明と監視予測技術の開発に関する研究」、共同

研究（ＪＲ東日本)「高精度センシング技術を用いた、列車運行判断のための災害

気象の監視・予測手法の開発」 

受入研究部：台風・災害気象研究部 

 

藤原忠誠 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「台風・顕著現象の機構解明と監視予測技術の開発に関する研究」、共同

研究（ＪＲ東日本)「高精度センシング技術を用いた、列車運行判断のための災害

気象の監視・予測手法の開発」 

受入研究部：台風・災害気象研究部 

 

釜堀弘隆 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 
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研究課題名：経常研究「気候・地球環境変動の要因解明と予測に関する研究」 

受入研究部：気候・環境研究部 

 

 

小寺邦彦 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「気候・地球環境変動の要因解明と予測に関する研究」 

受入研究部：気候・環境研究部 

 

中澤哲夫 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「気候・地球環境変動の要因解明と予測に関する研究」 

受入研究部：気候・環境研究部 

 

野口峻佑 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「気候・地球環境変動の要因解明と予測に関する研究」 

受入研究部：気候・環境研究部 

 

尾瀬智昭 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「気候モデルの高度化と気候・環境の長期変動に関する研究」、環境研究

総合推進費「気候変動影響評価のための日本域の異常天候ストーリーラインの構

築」、統合プログラム領域テーマ C「統合的気候変動予測」 

受入研究部：気候・環境研究部 

 

鬼頭昭雄 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「気候モデルの高度化と気候・環境の長期変動に関する研究」、統合的気

候モデル高度化研究プログラム領域テーマ C「統合的気候変動予測」 

受入研究部：気候・環境研究部 

 

楠 昌司 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「「地球温暖化予測の不確実性低減」、統合的気候モデル高度化研究プロ

グラム領域テーマ C「統合的気候変動予測」、科学研究費助成事業「パナマにおけ

る将来気候下での降水変化予測とメカニズム解明」 

受入研究部：気候・環境研究部 

 

丹羽洋介 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「気候・地球環境変動の要因解明と予測に関する研究」 

受入研究部：気候・環境研究部 



 

8. 研究交流                                         8.2. 受入研究員等 

 

- 317 - 
 

 

松枝秀和 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：地球環境保全等試験研究費（環境省地球一括）「民間航空機を利用した大都市から

全球までの温室効果ガス監視体制の構築（R3-R7 年度）」、地球環境保全等試験研究

費（環境省地球一括）「大気成分の長期観測による海洋貯熱量および生態系への気

候変動影響のモニタリング」（R1～R5 年度）」 

受入研究部：気候・環境研究部 

 

勝間田明男 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「地震と津波の監視・予測に関する研究」、経常研究「南海トラフ地震の

地震像とスロースリップの即時把握に関する研究」 

受入研究部：地震津波研究部 

 

福井敬一 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「火山活動の監視・予測に関する研究」 

受入研究部：火山研究部 

 

福井 真 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：統合的気候モデル高度化研究プログラム領域テーマ C「統合的気候変動予測」 

受入研究部：応用気象研究部 

 

伊藤瑠衣 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：統合的気候モデル高度化研究プログラム領域テーマ C「統合的気候変動予測」 

受入研究部：応用気象研究部 

 

三浦陽介 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：統合的気候モデル高度化研究プログラム領域テーマ C「統合的気候変動予測」 

受入研究部：応用気象研究部 

 

宮坂貴文 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：統合的気候モデル高度化研究プログラム領域テーマ C「統合的気候変動予測」 

受入研究部：応用気象研究部 

 

大竹秀明 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「シームレスな気象予測の災害・交通・産業への応用に関する研究」、共
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同研究「メソアンサンブル予報を用いた再生可能エネルギー出力予測に関する研

究」  

受入研究部：応用気象研究部 

 

 

 

リサーチアソシエイト 

当該研究に関する高度な専門知識を有し、当所研究の効率的な推進に資することを目的とし、

人材派遣会社との契約により気象研究所に派遣される研究支援者のうち、所長の承認を受けた者

について「リサーチアソシエイト」の呼称を用いることができるとしている。令和３年度は次の

４名（５案件）について承認した。 

 

山上晃央 

期   間：R３.４.26～R３.５.31 

研究課題名：科学研究費補助金「実環境大気エアロゾルの帯電状態が生体および地表面への粒

子沈着へ及ぼす影響評価」 

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

山上晃央 

期   間：R３.６.１～R４.３.31 

研究課題名：環境研究総合推進費「大気中マイクロプラスチックの環境動態モデリング」 

受入研究部：全球大気海洋研究部 

 

郭 威鎮 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「大気の物理過程の解明とモデル化に関する研究」 

受入研究部：気象予報研究部 

 

森 一安 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「大気の物理過程の解明とモデル化に関する研究」 

受入研究部：気象予報研究部 

 

八木俊政 

期   間：R３.４.１～R４.３.31 

研究課題名：経常研究「大気の物理過程の解明とモデル化に関する研究」 

受入研究部：気象予報研究部 
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８．３．海外研究機関等からの来訪者等 

 
令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため招聘研究者の受け入れは無かった。

JICA研修についてはオンラインにより研修を実施した。 
 

 

JICA研修受け入れ 

 
令和３年度 課題別研修「気象業務能力向上」 

Mr.NAMGAY Karma（ブータン） 

Ms.ABDELAZIM Rahma Reda Moawad（エジプト） 

Ms.ELBAKASH Hend Lotfy Abdelhakeem Ali（エジプト） 

Ms.ELKHOULY Shimaa Hosni Abdelhafez Hosni（エジプト） 

Ms.JALADI Sireesha（インド） 

Mr.REZAEI Reza（イラン） 

Mr.MULWA Josphat Kyalo（ケニア） 

Mr.TAMANG Bal Bahadur（ネパール） 

Ms.ROSANA Antonella Bantigue（フィリピン） 

Mr.KABENGE Lawrence（ウガンダ） 

 

期 間：令和３年１月 17日～27日、１月 31日～２月 10日 

対応研究者：折笠成宏、田尻拓也（気象予報研究部）、足立 透（台風・災害気象研究部）、 

保坂征宏（気候・環境研究部） 
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９．委員・専門家等 

 

 ここでは、令和３年度に気象研究所の職員が外部機関から委嘱を受けた委員・専門家等（令和元年度

以前から継続しているものも含む）について、個人別に五十音順で掲載している。 

 

９．１．国際機関の委員・専門家等 

 

石井雅男 ・ 国際海洋炭素観測調整計画（IOCCP） メンバー 

石井雅男 ・ 全球海洋観測システム（GOOS）生物地球化学のための海洋観測パネル

（BGCP） 

石井雅男 ・ 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 1作業部会第 6次評価報告書執筆

者 リードオーサー 

今田由紀子 ・ 世界気候研究計画（WCRP）科学運営委員-地域パネル太平洋地域パネル

（CLIVAR/PRP） 委員 

今田由紀子 ・ 日本学術会議 環境学委員会・ 地球惑星科学委員会合同 Future Earth

（FE）・ 世界気候研究計画（WCRP）合同分科会 CLIVAR小委員会 委員 

碓氷典久 ・ 海洋解析・予報システムに関する国際的な枠組み（OceanPredict）データ同化

タスクチーム メンバー 

梅原章仁 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）地球観測システム・監視ネ

ットワーク常設委員会（SC-ON）現業気象レーダー専門家チーム（JET-

OWR） メンバー 

大河原望 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）地球観測システム・監視ネ

ットワーク常設委員会（SC-ON）放射参照専門家チーム（ET-RR） メンバー 

大河原望 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）不確かさ測定専門家チーム

（ET-MU） メンバー 

大島 長 ・ IPCC短寿命気候強制因子専門家会合 メンバー 

大島 長 ・北極評議会・北極圏監視評価プログラム作業部会（AMAP）短寿命気候強制因

子専門家会合グループメンバー 

折笠成宏 ・ 国際気象学・大気科学協会（IAMAS） 国際雲・降水委員会（ICCP） 委員 

折笠成宏 ・ 世界気象研究計画（WWRP）WWRP科学運営委員会（SSC）* 気象改変に関

する専門家チーム メンバー 

高野洋雄 ・ 気象・気候・水・環境 サービス及び応用委員会（SERCOM）海上気象・海洋

サービス常設委員会（SC-MMO） メンバー 

高野洋雄 ・ 気象・気候・水・環境 サービス及び応用委員会（SERCOM）海上気象・海洋

サービス常設委員会（SC-MMO）沿岸・防災専門家チーム（ET-CER） メン

バー 

高野洋雄 ・ 気象・気候・水・環境 サービス及び応用委員会（SERCOM）防災・公共サー

ビス常設委員会（SC-DRR）MHEWS相互運用環境専門家チーム（ET-MIE） 

メンバー   
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高薮 出 ・ 世界気候研究計画（WCRP）Regional Climate Information for SocietiesRifS 

Interim Coordinating Group メンバー 

高薮 出 ・ 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 1作業部会第 6次評価報告書執筆

者 リードオーサー 

酒井 哲 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）地球観測システム・監視ネ

ットワーク常設委員会（SC-ON）高層気象観測専門家チーム（ET-UAM） メ

ンバー 

酒井 哲 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）先端観測への移行専門家チ

ーム（ET-TMM） メンバー 

小司禎教 ・ 全球気候観測システム（GCOS）気候のための大気観測パネル（AOPC）

GRUANに関する AOPC作業グループ（WG-GRUAN）GRUANタスクチー

ム TT GNSS-PW（GPS可降水量チーム） メンバー 

小司禎教 ・ 国際測地学協会研究会 4.3.7（IAG SG4.3.7「リアルタイム GNSSプロダク

ト」） メンバー 

小司禎教 ・ 国際測地学協会合同ワーキンググループ 4.3.8（IAG JMG4.3.8「気候学のため

の GNSS大気プロダクト」） メンバー 

水田 亮 ・ 日本学術会議 環境学委員会・ 地球惑星科学委員会合同 Future Earth

（FE）・ 世界気候研究計画（WCRP）合同分科会 CLIVAR小委員会 委員 

須田一人 ・ 全球気候観測システム（GCOS）運営委員会  

須田一人 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）全球気候観測システム検討

部会（JSG-GCOS） メンバー 

高谷祐平 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）地球システムモデリング予

測常設委員会（SC-ESMP） メンバー 

高谷祐平 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）地球システム実装合同専門

家チーム（JET-ESI） メンバー 

高谷祐平 ・ 世界気候研究計画（WCRP）科学運営委員-分野横断パネル-モデリング  

高谷祐平 ・ 世界気候研究計画（WCRP）季節内から季節予報プロジェクト運営グループメ

ンバー 

高谷祐平 ・ 海洋解析・予報システムに関する国際的な枠組み（OceanPredict）結合予測タ

スクチーム メンバー 

高谷祐平 ・ 全球海洋観測システム（GOOS）22年以降の熱帯太平洋観測システムに関する

検討グループ（TPOS22）運営委員会 委員 

田中泰宙 ・ 世界気象研究計画（WWRP）EPAC科学運営委員会（SSC）* モデル応用に関

する科学諮問部会 メンバー 

田中泰宙 ・ 世界気象研究計画（WWRP）砂塵嵐警戒評価システム（SDS-WAS）運営委員

会アジア地区運営グループ（RSG）* モデル相互比較に関する作業グループ 

メンバー 

辻野博之 ・ 世界気候研究計画（WCRP）科学運営委員-分野横断パネル-モデリング海洋モ

デル開発のWGCM/CLIVAR作業部会 Emeritus 

対馬弘晃 ・ 国際津波委員会 委員及びワーキンググループメンバー 
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仲江川敏之 ・ 気象・気候・水・環境 サービス及び応用委員会（SERCOM）気候サービス常

設委員会（SC-CLI）社会的利益のための調整気候情報専門家チーム（ET-

CID） メンバー 

仲江川敏之 

庭野匡思 

・ 国際気象学・大気科学協会 気候国際委員会 委員 

・ The Cryosphere (EGU), Editor  
林 豊 

藤井陽介 

・ 国連海洋科学の 10年津波プログラム科学委員会（ODTP-SC） 委員 

・ 全球海洋観測システム（GOOS）22年以降の熱帯太平洋観測システムに関する

検討グループ（TPOS22）モデル・ データ同化タスクチーム

（TPOS22/M&DA-TT） メンバー 

藤井陽介 ・ 世界気候研究計画（WCRP）科学運営委員-分野横断パネル-観測全球統合化と

観測に関するパネル（CLIVAR/GSOP）コアメンバー 

藤井陽介 ・ 海洋解析・予報システムに関する国際的な枠組み（OceanPredict）科学運営委

員会（OPST） 委員 

藤井陽介 ・ 海洋解析・予報システムに関する国際的な枠組み（OceanPredict）観測システ

ム評価タスクチーム 共同議長 

堀田大介 ・ 観測・インフラ・情報システム委員会（INFCOM）地球観測システム・監視ネ

ットワーク常設委員会（SC-ON）地球観測システムデザイン・開発合同専門家

チーム（JET-EOSDE） メンバー 

眞木貴史 ・ 世界気象研究計画（WWRP）砂塵嵐警戒評価システム（SDS-WAS）運営委員

会アジア地区運営グループ（RSG）* 副議長 

村田昭彦 ・ 世界気候研究計画（WCRP）Regional Climate Information for 

SocietiesWorking group on Building Blocks（BB1） メンバー 

山口宗彦 ・ 世界気象研究計画（WWRP）WWRP科学運営委員会（SSC）* 予測可能性・ 

力学過程及びアンサンブル予報に関する作業部会 正式メンバー 

山中吾郎 

 

和田章義 

・ 海洋解析・ 予報システムに関する国際的な枠組み（OceanPredict）科学運営

委員会（OPST） 委員 

・WMO 台 風 委 員 会 （ UNESCSP ） Tropical Cyclone Research and 

Review Associate Editor 

 
* 世界気象機関（WMO）に属する委員会等 
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足立アホロ  河川情報センター レーダ雨量計活用による河川情報高度化検討会委員 

  日本気象学会 第 41期気象研究ノート編集委員会委員 

足立 透  気象工学研究所 次世代高機能気象レーダーの導入による周波数の有効利用のた

めの技術的条件に関する調査検討会（Ｘ帯） 委員 

  日本気象学会 気象集誌・SOLA合同特別号編集第２部会員 

  日本気象学会 第 41期気象災害委員会委員 

荒木健太郎  三重大学 協力研究員（リサーチフェロー） 

  日本気象学会 第 41期気象研究ノート編集委員会委員 

  日本雪氷学会 雪氷学会役員（理事） 

  日本雪氷学会 財務委員 

  日本雪氷学会 電子情報委員 

  防災科学技術研究所 客員研究員 

  名古屋市港センター 企画展「気象と防災～パーセル＆ソナ・エルと一緒に学ぼ

う！～」（仮）展示監修及びオンライン講座講師 

安藤 忍  日本測地学会 学会庶務副委員長 

幾田泰酵  宇宙航空研究開発機構 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メン

バー 

  宇宙航空研究開発機構 地球観測に関する科学アドバイザリ委員会分科会「将来ミ

ッション検討タスクチーム」における提言書の監修・執筆協力 

石井雅男  海洋研究開発機構 IOC協力推進委員会海洋観測・気候変動国内専門部会委員 

  気象庁地球環境・海洋部 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 アルゴ計画推進委員会委員 

  次世代安心・安全 ICTフォーラム 次世代安心・安全 ICTフォーラム運営委員 

  東京大学 「BGC-Argo搭載自動連続炭酸系計測システムの開発」研究運営委員会委

員 

  日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP合同分科会 IMBeR

小委員会委員 

  日本気象協会 「IPCC 第１作業部会 国内幹事会」幹事 

 「IPCC 国内連絡会」メンバー 

石井正好  国立環境研究所 令和３年度スーパーコンピュータ研究利用専門委員会委員 

  筑波大学 教授 

  日本気象学会 第 41期 SOLA編集委員会委員 

石島健太郎  国立環境研究所 温室効果ガス観測技術衛星 2号サイエンスチーム委員 

石田春磨  日本気象学会 第 41期天気編集委員会委員 

石元裕史  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

猪上華子  日本気象学会 第 41期人材育成・男女共同参画委員会委員 

今田由紀子  三菱総合研究所 気候変動による災害激甚化に関する影響評価業務検討委員会委

員 

  東京大学大気海洋研究所 客員准教授 

  東京大学大気海洋研究所 共同研究運営委員会気候モデリング研究部会委員 

  日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP合同分科会 CLIVER
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小委員会委員 

  日本気象学会 第 41期天気編集委員会委員 

  日本地球惑星科学連合 大気水圏科学セクションボードメンバー 

梅原章仁  ISO/TC146/SC5/国内審議委員会 ISO/TC146/SC5/国内審議委員会 WG7(気象レーダ

ー) オブザーバー 

  日本気象学会 第 41期天気編集委員会委員 

  日本気象学会 第 41期電子情報委員会委員 

永戸久喜  日本気象学会 第 41期学術委員会データ利用部会員 

遠藤洋和  日本気象学会 第 41期気象研究ノート編集委員会委員 

大島 長  日本気象学会 第 41期天気編集委員会委員 

太田芳文  日本気象学会 役員候補者選挙管理委員会委員 

岡部いづみ  宇宙航空研究開発機構 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メン

バー 

岡本幸三  宇宙航空研究開発機構 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メン

バー 

奥山 哲  日本測地学会 庶務委員 

  日本測地学会 評議員、編集委員、広報委員 

鬼澤真也  日本火山学会 編集委員会委員 

  日本火山学会 選挙管理委員会委員 

梶野瑞王  弘前大学 客員研究員 

  総合地球環境学研究所 共同研究員 

  筑波大学 准教授 

  日本エアロゾル学会 日本エアロゾル学会編集委員 

  日本分析センター 令和３年度大気環境における放射性物質の常時監視に関する

評価検討会委員 

加藤輝之  三菱総合研究所 令和３年度気候変動を考慮した感染症・気象災害に対する強靭性

強化に関するマニュアル整備検討委員会の委員 

  日本気象学会 第 41期気象集誌編集委員会委員  

 日本気象学会 第 41期松野賞候補者推薦委員会委員 

  琉球大学 非常勤講師 

川合秀明  宇宙航空研究開発機構 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メン

バー 

  日本気象学会 第 41期気象集誌編集委員会委員 

川瀬宏明  三菱総合研究所 気候変動による災害激甚化に関する影響評価業務検討委員会委

員 

  雪氷研究大会 雪氷研究大会（千葉）実行委員 

  損害保険料算出機構 災害科学研究会委員 

  日本気象学会 第 41期気象集誌編集委員会委員 

  日本気象学会 第 41期教育と普及委員会委員 

  日本気象学会 第 41期電子情報委員会委員 

  日本気象予報士会 気象予報士ＣＰＤ運営委員会の委員及び認定委員 

  日本雪氷学会 関東・中部・西日本支部理事（幹事長） 

  防災科学技術研究所 客員研究員 
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川畑拓矢  神戸大学 客員准教授 

  日本気象学会 第 41期気象集誌編集委員会委員 

楠 研一  日本気象学会 第 41期気象災害委員会委員 

  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

工藤 玲  宇宙航空研究開発機構 地球観測に関する科学アドバイザリ委員会分科会メンバ

ー 

  千葉大学環境リモートセンシング研究センター 環境研究総合推進費 2-1901 課題

アドバイザー 

  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

小泉 耕  宇宙航空研究開発機構 地球観測に関する科学アドバイザリ委員会委員 

高野洋雄  沿岸技術研究センター 高潮・高波予測システム開発作業部会委員 

小畑 淳  日本気象学会 第 41期気象集誌編集委員会委員 

小林ちあき  日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP合同分科会 SPARC

小委員会委員 

  日本気象学会 第 41期 SOLA編集委員会委員 

  日本地球惑星科学連合 大気水圏科学セクションボードメンバー 

近藤圭一  日本気象学会 気象集誌・SOLA合同特別号編集第２部会員 

  理化学研究所 客員研究員 

財前祐二  福岡大学産学官連携研究機関 

福岡から診る大気環境研究所 研究員 

酒井 哲  レーザセンシング学会 総務委員会副委員長、運営審議会委員 

  宇宙航空研究開発機構 大気浮遊物質検知ライダー実用化検討会員会委員 

  国立環境研究所 アドバイザーリーボード委員 

  国立環境研究所 客員研究員 

佐藤英一  日本風工学会 風災害研究会委員 

  日本風工学会 代表委員 

澤田 謙  日本気象学会 第 41期気象研究ノート編集委員会委員 

  日本気象学会 第 41期電子情報委員会委員 

嶋田宇大  JAXA 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メンバー 

  横浜国立大学 先端科学高等研究院(IAS)客員准教授 

小司禎教  Earth, Planets and Space 編集委員 

  測位航法学会 次世代高精度衛星測位研究委員会委員 

  日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 

  日本気象学会 第 41期気象災害委員会委員 

  日本地球惑星科学連合 環境災害委員会委員 

鈴木 修  内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当） 戦略的イノベーション創造

プログラム(SIP)イノベーション戦略コーディネーター 

  日本風工学会 理事、運営・学術委員会委員 

清野直子  日本気象学会 気象集誌・SOLA合同特別号編集第２部会員 

関山 剛  宇宙航空研究開発機構 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メン

バー 

  東京大学先端科学技術研究センター 客員研究員 

  日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP 合同分科会 IGAC
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小委員会委員 

  日本大気化学会 第 11期運営委員 

  日本大気化学会 第 12期運営委員 

高木朗充  日本地球惑星科学連合 環境災害対応委員会委員 

  日本地震学会 理事（副会長）、各賞選考委員会・火山防災委員会・将来計画委員会

委員 

高薮 出  気象業務支援センター 研究推進部第一研究推進室長 

  国土交通省水管理・国土保全局長 海岸保全に係る気候変動適応コンソーシアム委

員 

  国立環境研究所 適応策推進のための気候変動予測・影響評価に係る連携ワーキン

ググループ委員 

  日本気象協会 「IPCC 第１作業部会 国内幹事会」幹事 

 「IPCC 国内連絡会」メンバー 

  三菱総合研究所 気候変動による災害激甚化に関する影響評価業務検討委員会委

員 

高谷祐平  日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP合同分科会 GEWEX

小委員会委員 

  日本気象学会 第 41期 SOLA編集委員会委員 

田中泰宙  茨城県 東海地区環境放射線監視委員会評価部会専門員 

  宇宙航空研究開発機構 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メン

バー 

  筑波大学計算科学研究センター 共同研究委員会委員 

  日本気象学会 第 41期電子情報委員会委員 

谷川朋範  宇宙航空研究開発機構 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メン

バー 

  雪氷研究大会 雪氷研究大会（千葉）実行委員 

  日本雪氷学会 ＢＲＧ編集委員会委員 

溜渕功史  日本地震学会 ジオパーク支援委員会委員 

辻野博之  東京大学大気海洋研究所 共同研究運営委員会委員 

  日本気象学会 第 41期 SOLA編集委員会委員 

対馬弘晃  土木学会 調査研究部門 海岸工学委員会 津波作用に関する研究レビューおよび

活用研究小委員会 委員 

  日本地震学会 選挙管理委員会委員 

  防災科学技術研究所 南海トラフ海底地震津波観測網の整備に関する技術委員会 

専門委員 

坪井一寛  産業技術総合研究所 客員研究員 

出牛 真  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

永井智広  一般社団法人レーザセンシング学会 理事 

  国立環境研究所 客員研究員 

仲江川敏之  国際協力機構 気候変動対策支援ツールの改訂に向けた助言の提供及びレビュー

の実施 

  国土交通省水管理・国土保全局水資源部 「水資源分野における気候変動への適応

策のあり方検討会」委員 
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  国立環境研究所 応策推進のための気候変動予測・影響評価に係る連携ワーキング

グループ委員 

  三菱総合研究所 気候変動による災害激甚化に関する影響評価業務検討委員会委

員 

  東京大学生産技術研究所 リサーチフェロー 

  日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP合同分科会 GEWEX

小委員会委員 

  日本気象学会 気象集誌・SOLA合同特別号編集部会員 

永田広平  日本地震学会 地震編集委員会委員 

中野英之  日本海洋学会 日本海洋学会幹事 

庭野匡思  国立極地研究所 客員准教授 

  雪氷研究大会 雪氷研究大会（千葉）実行委員 

  日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP 合同分科会 CliC

小委員会委員 

  日本気象学会 第 41期 SOLA編集委員会委員 

  日本雪氷学会 電子情報委員 

  防災科学技術研究所 客員研究員 

  北極環境研究コンソーシアム 第６期北極環境研究コンソーシアム運営委員 

野坂真也  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

野田朱美  日本地震学会 広報委員会委員 

  防災科学技術研究所 客員研究員 

橋本明弘  日本気象学会 第 41期理事 

  日本気象学会 企画調整委員会委員、講演企画委員会委員、電子情報委員会委

員、人材育成・男女共同参画委員会委員 

  防災科学技術研究所 客員研究員 

林 昌宏  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

林 修吾  日本気象学会 第 41期気象災害委員会委員 

  日本気象学会 第 41期天気編集委員会委員 

  日本大気電気学会 選挙管理委員 

  防災学術連携体 防災連携委員 

林 豊  文部科学省研究開発局 地震調査研究推進本部専門委員 

原田やよい  日本気象学会 地球環境問題委員会委員 

廣川康隆  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

藤井陽介  国連海洋科学 10 年研究プログラム「未来の海洋予測の可能性」（ForeSea）運営委

員会 国連海洋科学 10 年研究プログラム「未来の海洋予測の可能性」（ForeSea）

運営委員会委員 

  統計数理研究所 客員准教授 

干場充之  国土交通省国土地理院 第 27期地震予知連絡会委員 

  建築研究所 国立研究開発法人建築研究所 研究評価委員会 地震工学分科会 委員 

  日本地震学会 理事 

  日本地震学会 強震動委員会委員長 

  日本地震学会 地震学を社会に伝える連絡会議委員 

日本地震学会 災害調査委員会委員 
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  北海道大学 非常勤講師 

眞木貴史  海外環境協力センター 黄砂問題検討会委員 

  海外環境協力センター 黄砂モニタリング・早期警報システムを取り扱うワーキン

ググループⅠ（WGⅠ）専門家 

益子 渉  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

  防災科学技術研究所 大型降雨実験施設運用委員会委員 

水田 亮  日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP合同分科会 CLIVER

小委員会委員 

  日本気象学会 第 41期気象集誌編集委員会委員 

  日本気象学会 地球環境問題委員会委員 

水野吉規  日本流体力学会 日本流体力学会誌「ながれ」編集委員 

村田昭彦  みずほリサーチ＆テクノロジーズ 令和３年度気候変動適応策の PDCA 手法検討委

員会委員 

  みずほリサーチ＆テクノロジーズ 気候変動適応における広域アクションプラン

策定事業全国アドバイザリー会合 全国アドバイザー 気候変動適応における広域

アクションプラン策定事業に係る評価委員会 評価委員 

  三菱総合研究所 気候変動による災害激甚化に関する影響評価業務検討委員会委

員 

  文部科学省研究開発局 「気候変動に関する政府間パネル(IPCC)第 1作業部会に関

する国内外の研究動向の調査等」の一般競争入札における技術審査専門員 

毛利英明  神戸大学 客員教授 

守永武史  土木学会 調査研究部門 構造工学委員会 第 27 回風工学シンポジウム運営委員会 

査読委員会 委員 

谷口無我  日本温泉科学会 選挙管理委員 

柳瀬 亘  日本気象学会 第 41期気象集誌編集委員会委員 

山口宗彦  宇宙航空研究開発機構 「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分科会メン

バー 

  日本気象学会 第 41期気象集誌編集委員会委員 

  日本気象学会 第 41期学術委員会委員 

  三菱総合研究所 気候変動による災害激甚化に関する影響評価業務検討委員会委

員 

山崎明宏  福岡大学産学官連携研究機関 

福岡から診る大気環境研究所 研究員 

吉田 智  レーザセンシング学会 編集委員会委員 

  日本大気電気学会 第 27期運営委員及び論文編集委員 

吉田康宏  内閣府科学技術・イノベーション推進事務局 戦略的イノベーション創造プログラ

ム（SIP）のイノベーション戦略コーディネーター 

和田章義  日本気象学会 気象集誌・SOLA合同特別号編集部会員 

渡邉俊一  日本気象学会 第 41期講演企画委員会委員 

 


